






4.製作技法とその特徴

埴輪製作にタタキや青海波文などの技法を用いる代

表的な例は、大阪南部岬町の淡輪技法を思い出させる⑥。

その淡輪地方宇度墓古墳出土の埴輪には、タガにま

でタタキが及び、そのタガ断面が偏平化している例や

格子白状のタタキを施しているものなど(第 4図)、五

之盟古墳のそれと極似している併が少なくない。

一方、五之里古墳出土埴輪のその他の特徴を挙げる

と、①土師質のものが多くを占める②赤色塗彩を施し

ている例もみられる③作りが粗雑等がある。
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川西氏は上述の論文の中で「審窯の導入期の埴輪に

土師質が多くかっ色調が明暖色である原因は、技術の

未習熟にあるというよりも、埴輸に対する当時の色彩

上の根強い観念にあったとみるべきであろう。外面に

赤色の顔料を塗布しているのはこうした色彩観念のあ

らわれであろうJと述べておられる。⑦

このような観点からすると、淡輪地方の西陵、宇度

墓、西小山の各古墳にみられる「須恵質で暗寒色Jを

呈する円筒埴輪と、五之里古墳出土の埴輪の特徴とに

は差がみられることになり、淡輪の塘輸の特異性に比

べて、①、②、③の特徴を有する当古墳の埴輪がより

一般的要素を多く内包している事実も見逃してはなら

ない。

現在、淡輪技法がみられる埴輪は、北部九州、伊勢

東海、北陸地方である。

いずれも、底部に段を有する淡輪独自の形態をとる

が、外面のタタキや内面の青海波文を残すものはほと

んどなく、時代も下がるものが多い③。

上述した淡輪地方の埴輪は、もちろん底部に段をも

っているが、その他にもタタキや青海波文の痕跡を残

すものが多く含まれている。

そういった意味からも、今回出土した五之里古墳の

埴輪は、段をもっ底部がみつかっていないという主因

子を欠き、明暖色で土師質の埴輪が多いけれども、タ

タキがタガに及ぶことや格子白タタキを用いている点、

時代が近接していることから、『淡輪類Jである可能性

を大いに示唆してくれるのである。

5.小括

従来の埴輪作りに新たな息吹を吹き込んだ須恵、器生

産とその技術は、その生産開始当初より有機的に埴輪

生産と結びついていたことは周知のこととなっている。

今回、当古墳出土の;埴輪はそれを明瞭に示す事実を

我々に提供すると同時に、その度合が非常に高く須恵

器工人が寄窯を使った焼成部門だけでなく、生産段階

から埴輪生産に関与していた状況を呈示している。

それゆえ、「これほどはっきりと須恵器製作技法を用

いたことを示す埴輪は県内においてもほとんど類例が

ない⑨Jという特異性だけを論じるのではなく、上述し
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第 4図 淡輪宇度墓古墳出土埴輪
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(本文註⑥文献より転載)

たことを踏まえ、今後は須恵器生産と埴輪生産の相互

関係や須恵器生産体制の成立過程などの問題に適用さ

せていくことが不可欠とされよう。

なお、本文をまとめるにあたり、和田晴昔、菱田哲

部、古川与志継、花田勝広、杉本源造、鈴木敏則、岩

崎茂、伴野幸一、畑中英二、鈴木康二の各氏にお世話

になり、多くの御教示をいただいた。末筆ではあるが

記して感謝の意を表したい。(角 建一)
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